
　

田
村
、
浜
益
村
と
、
き
ち
っ
と
し

た
議
論
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

与
え
ら
れ
て
合
併
し
た
自
治
体
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

観
点
か
ら
、
皆
様
方
が
き
ち
っ
と

し
た
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
、
今

後
も
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

必
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
議
事
項
の
新
市
建
設
計

画
の
変
更
、
地
域
自
治
区
の
設
置

期
間
の
延
長
に
伴
う
意
見
聴
取
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
合
併
特
例

債
が
、
ま
た
延
長
に
な
り
二
〇
二

五
年
ま
で
使
え
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
自
治
区

の
延
長
に
つ
い
て
も
必
然
的
に
二

〇
二
五
年
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
と
次
回
に
地
域
協
議
会
の

総
括
が
議
論
さ
れ
ま
す
。
こ
の
第

七
期
、
皆
様
方
は
ど
の
よ
う
な
議

論
を
し
て
、
ど
う
い
う
浜
益
区
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
、
ど
ん

な
形
の
浜
益
に
な
っ
た
の
か
。
そ

れ
が
な
け
れ
ば
、
次
の
第
八
期
に

つ
な
げ
な
い
の
で
は
と
の
思
い
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
先
日
開
催

し
た
「
み
な
と
祭
り
」
は
、
一
つ

の
地
域
住
民
の
自
治
の
塊
な
の
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、

第
七
期
が
、
そ
の
総
括
を
き
っ
ち

り
し
、
第
八
期
に
引
き
継
ぎ
、
そ

し
て
、
よ
り
良
い
浜
益
区
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
が
、
私
の
願
い

で
す
。
積
極
的
な
議
論
、
意
見
交

換
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
是
非
い
い
形
で
こ
の

協
議
会
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

協
議
事
項

①
新
市
建
設
計
画

｢

合
併
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン

｣

の
計
画
変
更
に
係

る
基
本
方
針
及
び
地
域
自
治
区
の

設
置
期
間
延
長
に
係
る
基
本
方
針

に
つ
い
て

　
企
画
経
済
部
企
画
課
か
ら
、
委

員
に
配
布
し
た
資
料
に
基
づ
き
説

明
し
た
後
、

協
議
し
た
結
果
、
新

市
建
設
計
画

｢

合
併
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン

｣

の
計
画
変
更
に
つ
い
て

は
、
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
自
治
区
の
設

置
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
特

に
意
見
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、

こ
の
旨
、
石
狩
市
長
に

対
し
て
回
答
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

【

提
案
内
容
】

〈

新
市
建
設
計
画
、
合
併
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
の
計
画
変
更
に
係
る

基
本
方
針
と
地
域
自
治
区
の
設
置

期
間
延
長
に
係
る
基
本
方
針
に
つ

い
て
〉

　
新
市
建
設
計
画
「
合
併
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
は
、
合
併
し
て
こ

う
い
う
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
作
ら
れ
た
計
画
で
す
。

　
当
初
、

平
成
一
六
年
一
〇
月
に

策
定
さ
れ
、

平
成
二
六
年
度
末
ま

で
の
計
画
期
間
だ
っ
た
も
の
を
関

係
法
令
の
制
定
に
合
わ
せ
一
度
延

長
し
、
現
在
は
令
和
二
年
度
末
ま

で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
旧
合
併
特
例
法
に
お
い
て
、

合
併
特
例
債
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
前
提
と
な
る
計
画
で
、
地
域

協
議
会
で
の
審
議
事
項
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
を
依
頼
す

る
も
の
で
す
。
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当
日
は
、
市
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
協
議
事
項
二
件
に
つ
い
て
、

審
議
の
結
果
、
了
承
さ
れ
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
事
項
で
二
件
の
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

【

内
容
】

　
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

就
任
し
て
、
ど
う
し
て
も
一
度
地

域
協
議
会
の
方
々
に
お
話
が
し
た

く
、
勝
手
を
言
っ
て
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
平
成
一
三
年
に
石
狩

に
道
か
ら
派
遣
を
さ
れ
て
、
そ
の

と
き
に
平
成
一
四
年
か
ら
合
併
の

問
題
に
当
時
の
田
岡
市
長
か
ら
お

話
が
あ
り
、
自
分
が
石
狩
の
課
長

と
し
て
取
り
組
ん
で
、
そ
こ
か
ら

市
町
村
合
併
を
議
論
し
た
当
事
者

の
一
人
で
す
。
地
域
協
議
会
は
、

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
あ
っ
て
、

仕
事
を
持
ち
、
い
っ
ぱ
い
用
事
が

あ
る
の
に
大
体
月
一
回
、

夜
の
時

間
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
、
本
当
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
は
、
市
町
村
合
併

を
し
た
後
に
設
け
て
、
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論

を
し
、
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
基

金
の
意
思
決
定
を
す
る
と
い
う
、

非
常
に
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
組
織
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平

成
一
七
年
に
合
併
し
、
も
う
一
四

年
経
っ
て
い
ま
す
。
道
内
に
は
、

確
か
二
二
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
石
狩
に
あ
る
浜
益
区
、

厚

田
区
の
地
域
協
議
会
は
、

非
常
に

評
価
が
高
く
、
例
え
ば
、

ほ
か
の

地
域
で
は
、
地
域
協
議
会
が
あ
る

も
の
の
、

会
議
す
ら
開
催
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
石
狩
市
は
合
併
に
際
し
、

厚

【と き】令和元年8月6日(火)

18:30～20:00

【ところ】 浜益支所 2階 庁議室

【委 員】 <出席> 10名 <欠席> 5名

【傍 聴】 0名

・会議の概要を掲載しています。

・詳細は、市ホームページで後日公開します。

令和元年度 第3回

浜益区地域協議会

石狩市浜益区
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＜およろこび＞
氏 名 生年月日 父 母 住所

阿
あ

　部
べ

　麦
む

葵
ぎ

乃
の ちゃん R元. 8.22 一成 梓 柏木
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高　氏　良　夫

阿　部　正　直

野　村　利美子 さん R元. 7.19 91

る
予
定
で
す
。
九
月
に
は
パ
ブ
リ

ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
取
り
ま
と
め
、

計
画
変
更
に
つ
い
て
、
北
海
道
と

協
議
を
行
い
ま
す
。
北
海
道
か
ら

は
一
ヶ
月
程
度
の
協
議
期
間
を
要

す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

一
〇
月
に
計
画
変
更
議
案
を
確
定

し
、
本
年
の
第
四
回
定
例
会
に
議

案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
将
来
推
計
人
口
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
で
推
計
し
た
も
の
を
活
用

す
る
予
定
で
す
。

〈

地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
の
延

長
に
係
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
〉

　
厚
田
区
、
浜
益
区
の
両
地
域
自

治
区
に
つ
い
て
は
、
石
狩
市
、

厚

田
郡
厚
田
村
及
び
浜
益
郡
浜
益
村

の
廃
置
分
合
に
伴
う
地
域
自
治
区

及
び
地
域
自
治
区
の
区
長
の
設
置

に
関
す
る
協
議
書
に
お
い
て
、

当

初
設
置
期
間
が
一
〇
年
間
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
六

年
度
に
令
和
二
年
度
ま
で
延
長
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域

自
治
区
の
設
置
期
間
は
来
年
度
末

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
市

建
設
計
画
の
延
長
に
伴
い
新
市
建

設
計
画
の
審
議
機
関
で
あ
る
地
域

協
議
会
も
存
続
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
地
域
自
治
区
の
設
置
期
間

も
同
期
間
の
令
和
七
年
度
末
ま
で

延
長
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
ち

ら
も
本
年
第
四
回
定
例
会
に
議
案

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
基
金
に
つ
い
て
も
地
域
協
議
会

の
審
議
が
必
要
で
あ
り
、

同
様
に

今
ま
で
ど
お
り
継
続
す
る
取
り
扱

い
と
し
ま
す
。

②
第
七
期
地
域
協
議
会
の
総
括
に

つ
い
て

　
事
前
に
各
委
員
に
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
振
り
返
り
の
意
見
等
を
配

布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
等
に
つ

い
て
全
体
で
意
見
交
換
を
行
い
、

次
回
の
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、

最
終
的
な
総
括
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
他
事
項

①
各
種
情
報
提
供
に
つ
い
て

<

大
浦
委
員

>

　
八
月
二
三
日
、
二
四
日
に
市
内

小
中
学
校
の
校
長
会
が
、
八
月
一

七
日
に
市
内
小
中
学
校
の
教
頭
会

が
、
浜
益
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

<

寺
山
委
員

>

　
山
形
出
身
の
奥
田
シ
ェ
フ
が
、

八
月
三
一
日
か
ら
石
狩
市
を
訪
問

し
食
材
を
集
め
、
翌
日
、
札
幌
国

際
大
学
で
調
理
を
し
た
料
理
を
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
提
供
し
ま
す
。

年齢

柏木

奥　田　チ　ヱ さん R元. 6.29 88
羽　山　勇　一 さん R元. 6.30 83

住所

さん

中　山　清　一 さん

（人） 582 <▲ 2>
男
（人） 1,278

木　村　テ　ヱ さん R元. 7.13

R元. 8.19 86 群別

浜益区の人口・世帯数（Ｒ元年7月末現在）

<11>人口 【58,308】

後　藤　ゆ　き

須　田　　　實 さん R元. 8. 6 88 毘砂別

佐々木　八　重 さん

　
延
長
の
背
景
と
し
て
は
、
相
次

ぐ
大
規
模
災
害
や
全
国
的
な
建
設

需
要
の
増
大
等
に
よ
っ
て
、
合
併

市
町
村
の
建
設
計
画
に
盛
り
込
ま

れ
た
事
業
の
実
施
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
特
例
債

の
発
行
期
限
が
、
再
度
五
年
間
延

長
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
市
に
お
い
て
は
令
和
七
年

度
ま
で
合
併
特
例
債
の
発
行
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

延
長
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
合
併

特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、

新
市
建
設
計
画
の
計
画
期
間
の
延

長
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
対
応
す

る
も
の
で
す
。

　
変
更
内
容
は
、
期
間
を
令
和
七

年
度
ま
で
と
す
る
こ
と
の
ほ
か
、

将
来
人
口
推
計
の
見
直
し
、
財
政

計
画
の
期
間
延
長
の
三
点
で
す
。

　
財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和

七
年
度
ま
で
の
計
画
に
変
更
し
、

令
和
三
年
度
か
ら
七
年
度
の
間
に

合
併
特
例
債
の
残
り
発
行
可
能
額

を
計
上
す
る
こ
と
と
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
可
能
な

限
り
今
後
の
財
政
運
営
に
柔
軟
性

を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
た
め
で
す
。

　
変
更
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
厚
田
区
地
域
協
議
会
で
は
、

七
月
二
三
日
に
す
で
に
協
議
を
行

い
、
同
意
の
旨
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
本
日
、
浜
益
区
地

域
協
議
会
に
説
明
を
行
い
、
協
議

を
す
る
と
と
も
に
、
計
画
変
更
の

原
案
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
八
月
に
は
、
本
計
画
は
全

市
的
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
す

＜おくやみ＞
氏 名 死亡年月日

<▲ 10>

女 【30,162】 <9>

【28,146】 <2>

R元. 8.26 90 毘砂別

さん

大　山　弘　行 さん R元. 8.16 72

※上段の【　】は石狩市全体、〈　〉は対前月

世帯数 【27,785】 <30>
（戸） 764 <▲ 7>

（人） 696 <▲ 8>

川下

R元. 7.26

海　野　友　彦 さん R元. 8.23 83 幌

本　間　ト　メ さん R元. 8.19 98 川下

久　慈　ス　ヱ さん R元. 8.21 97 柏木

安　田　正　直 さん R元. 8.21 77 床丹

94 柏木

群別

柏木

R元. 7. 9 88 川下

幌

さん R元. 7. 2 87 実田

91


